
 

令和４年度 入学式 式辞 より（抜粋） 

 校長  松尾 了 

 

 

うららかな春を迎え、ここ杉並区立天沼中学校に

入学された７７名の生徒の皆さん、ご入学おめでと

うございます。心よりお祝い申し上げます。 

さて、先ほど、担任の先生より名前を呼ばれ、元

気よく返事をしてくれた皆さんは、今日から本校の

生徒です。皆さんは、これから始まる中学校生活へ

の希望や期待も大きいと思いますが、また同時に大

きな不安を抱えて、今日のこの日を迎えたことと思

います。ですが、心配は無用。大丈夫です。この天

沼中学校の先生方が、親身になって指導してくださ

ったり、教えてくれたり、２・３年生の上級生たち

が相談にのってくれます。 

また、いつも見守ってくださる保護者の方や地域

の方々もいます。安心して充実した中学校生活を送

ってほしいと思います。 

 そこで、充実した中学校生活を送るために、３つ

のことをお話しします。 

第一に、素直な気持ちで精一杯、自ら努力するこ

とです。「努力は決して嘘をつかない」と言うこと

を、身をもって体験し、知ってほしいと思います。

目標をもち、努力し続ける中で、自分もやればでき

ると思えるような経験を積み重ねること。中学校生

活３年間を通じて、自分に自信がもて、明るい将来

が見えてくる、そんな中学校生活を送ってほしいと

思います。 

  

第二に、仲間とともに協力し合い、一緒に何かを

成し遂げる喜びを知ってほしいと思います。仲間同 

士でよさを認めあい、その仲間とともに汗を流し、

互いに助け合う体験の積み重ねにより、人への思い

やりの心を育んでほしいと思います。 

 第三に、豊かな感性を磨いてほしいと思います。

世の中には、美しいものや美しいことがたくさんあ

ります。美しいものが自分の目の前にあっても、美

しい出来ごとが自分の目の前で起きても、それを感

じ取る心がないと、その美しさには、気が付くこと

はできません。 

この３年間で、たくさんの美しさに触れて、美し

いものを美しいと素直に感じることができる、心豊

かな人になってほしいと思います。 

今日の入学式から３年後には、皆さんは中学校を

卒業し、義務教育が終わることになります。多くの

皆さんは、中学校を卒業後には高校に進学しますが、

高校は義務ではありません。 

つまり、３年後、皆さんは「大人ではないけれど、

ある意味において社会人」となります。中学校での

３年間を充実したものにして、素敵な大人になろう

と、真剣にがんばる皆さんを、私たちは応援します。

新入生のみなさん、一緒にがんばりましょう。 

結びに、保護者の皆様にお願いがございます。中

学生はこの時期、自我を形成する大切な時期を迎え

ます。肉体的にも、精神的にも、周りが驚くほど成

長しますが、時には、ささいなことでトラブルを起

こし、不安定になりがちです。人は、様々な障害や

失敗を乗り越えて成長するものです。私たち教職員

は、それを見守り、支援することが責務と考えてお

ります。教師は教育の専門家ではありますが、一人

一人のお子さんをよく知り、その子にとって最大の

教育者・理解者は、ご家族であり、その生活の場で

ある、ご家庭です。集団で教育する学校、お子さん

の最大の理解者であるご家庭、さらに、それらを温

かく見守り、ご支援をいただく地域が、同じ方向を

見据えながら、協力し合うことで、お子さんの成長

をさらに大きく伸長させます。 

これからの三年間、保護者・地域の皆様の、温か

いご支援とご協力を賜れますと幸いです。   

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 以上、式辞といたします。 
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      誓いの言葉 １年  

太陽の光が満ちあふれ命が生き生きと活動を始める春、私達７７人は天沼

中学校の入学をむかえました。先生方や先輩方そして保護者の皆様が私達の

入学を祝って下さることを心からうれしく思い感謝しています。 

私は、今日から始まる三年間を新しい仲間達と多くの思い出を作りながら

悔いのないように過ごしていきたいです。そのためにも小学校ではできなか

ったような事に積極的に取り組んでいきたいです。 

また、様々な行事を通して新しい仲間とコミュニケーションをとりたいです。小学校からの仲間達や、新しく

出会う色々な人達と協力して多くの事をやりとげたいです。そして、日々の生活でのあいさつや会話、みんなの

意見などを大切にして過ごしていきたいです。 

私は、中学校で特にがんばりたい事があります。それは部活動です。小学校のクラブで体験できなかったもの

に取り組みたいです。勉強と部活の両立は大変だと思いますが、あきらめずに努力していきたいです。 

これからは天沼中学校の生徒の一員である事を自覚していきたいです。先生や先輩方にたよってばかりではな

く、教わった事を忘れずに自分で考えて行動できるようになり、誰かの役に立てることをして、充実した中学校

生活を送りたいです。先生方、先輩方そして保護者の皆様これからもよろしくお願いします。 

                

歓迎の言葉 ３年                      

  

うららかな春の日差しが心地よく、天沼中学校にある木々の花々が咲き誇る季節と

なりました。新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在校生を代表してお祝

い申し上げます。３年生が卒業してしまった３学期終盤の校内は閑静で、なにか足りない雰囲気が漂っていまし

た。そのため、皆さんが入学したことにより賑わいが増すことが、大変楽しみです。 

 さて、皆さんは中学校生活の３年間をどのように考えていますか。何かをしたいという明確な目標をもってい

る人、特に何も決まっていない人など、人それぞれだと思います。そこで、私が皆さんに行ってほしいことは、

３年間に一つでも自分で目標を立てて実行し、かなえることです。将来に向けての大きな夢を作ってください。

３年間というのは小学校の６年間のたった半分です。きっと何も考えず流れるままに過ごしてしまえば、いつの

間にか終わってしまっていると思います。そんななか、有意義に時間を過ごせる人はなにかの目標にむかって歩

んでいる人です。２年間天沼中学校の生徒として過ごした今、私は少しばかりの後悔とともに、そのことを身に

染みて感じています。そこで、皆さんには、わずかな時間も無駄にしないでほしいと強く考えているため、この

ことを最初に伝えました。 

 次に将来への大きな夢ですが、中学校を卒業すれば長かった義務教育が終わります。それは同時に大人になる

ということを意味します。高校では、専攻する学科が細かく分けられている場合もあり、卒業生も自分の興味が

ある部活動や学科があることを最優先にして高校選びをした人も多いです。このことから、３年の間に自分のし

たいことや、夢を決めておくことは、受験やその先の人生において肝心になってくるのです。皆さんにはそのこ

とを考えながら短い３年間を大切に過ごしてほしいです。 

 最後になりましたが、入学同時の私が期待と不安が入り混じり、心が締め付けられていたことを皆さんを前に

して思い出しました。きっと同じことを思っている人も多いのではないでしょうか。そんな時、心をふっと軽く

してくれたのは、部活動の先輩や友人の些細な言葉でした。困ったことがあれば、頼れる誰かに気軽に声をかけ

てみてください。きっと大きな助けになることでしょう。 

皆さんの大いなる可能性に期待して、歓迎の挨拶とさせていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
 

 

ご入学おめでとうございます！ 

4 月 8 日、生徒会役員会の企画により、対面式が行われました。 

 

式の前には、入学式礼法の説明が

各教室にてありました。短い時間

でしっかり理解してくれました。 

上級生は生徒会役員や３年

生の係生徒だけ式場で参列、

２年生は教室でリモート参加

しました。３年生は式場の設

営、片付け、受付や案内な

ど、すべての準備を進めてく

れました。２、３年生は全員

で、式を終えた新入生を廊下

で出迎えてくれました。 
準備万端。２年生、３年生、ありがとう！ 

 

担任の ◇◇先生 

〇〇先生 

△△先生 



 

 昨年度に引き続き、春の日差しがたっぷりの校庭での対面です。歓迎の言葉に続き、生徒会活動、常任委員会

の活動、ボランティア活動について、説明がありました。先輩の後に続いて充実した３年間を過ごしていこう、

と新入生の皆さんが思えるような、対面式でした。 

 １１日（月）の全校集会では、校内生活を円滑に始めるための説明がありました。そして、部活動の説明も

あり、仮入部（体験）が始まりました。部活動は３年間の生活を彩る位置付けで、決して学校生活の中心ではあ

りませんが、心も体も鍛えられ、成長できる場でもあります。多くの生徒が所属して自主的な活動を進めていま

す。友達に誘われたから、などではなく、自分自身で体験して続けられそうな部活動を選ぶことが望ましいです。

仮入部は２２日までです。 

なお、リバウンド警戒期間である４月２４日（日）までは、昨年度末同様、部活動は 17：30 までに終了する

ことにしています。練習試合等は近隣の中学校とであれば可能、としています。 

  

 

昨年度に引き続き、学校は集団生活の場ですので、感染予防の意識は高くもちながら生活し

てまいります。 

 給食時は昨年度から、「マイエプロン、三角巾」持参です。当番だけでなく、お手伝いが必要

な時もあるので、毎日持参しておくように声をかけています。以前は週末に貸出しエプロンを

持ち帰って洗濯していただいていましたが、感染予防の観点から使い回しはやめて、ご家庭で

ご用意いただきました。色とりどりのエプロンや三角巾で少し楽しい雰囲気も醸し出してくれ

ています。 

写真は「黙食」の様子。机上に立てられる折り畳みのパーテー

ションを使用します。授業の中でも、「会話」「発言」があるとき

には立てて使えます。（普段はたたんで机の前にかけて収納してい

ます）写真では分かりませんが、一言も話さないで前を向いて食事をしています。報道委員会

が発足すると、給食中は生徒のリクエスト曲を放送室から流してくれます。楽しみですね。 

  

 

 

 

令和４年度も、with コロナの生活様式を続けます 

保護者会でもお願いしましたが、改めまして、毎日、「健康チェック表」「水筒」「マイゴミ袋」「ハンカチ」の４点

の持参にご協力をお願いします。朝は登校したら健康チェック表を提出後、手洗いをして教室に入るよう指導してい

ます。感染予防のため、教室にはゴミ箱がありません。自分のゴミは持ち帰るように指導しています。 

学校でも、共用部分で手が触れる場所は毎日消毒をしています。ご家庭でのご協力をよろしくお願いいたします。 


